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海の駅蜃気楼
漁港

Fab  Hub
fabrication
ものづくり

fabulous
愉快な

拠点

Parklet  Marklet
Park　　let

　　　　（小さな）
Market 　   let

Learn  Mart
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Hitch

＝創造の拠点

＝発展の舞台

＝展開の舞台

Stitch

Stitch

Hitch Stitch Patch

Stitch　…部分的に縫う、縫い目

0 →１で生み出された物事が、繰り返し街中で場所や形を変えな
がら試行錯誤され、発展していきます。

Patch　…継ぎ当てする、当て布

街の空間を埋めるようにまばらに展開していきます。
そしてそれが魚津の新しい賑わいの創出につながります。

知る、学ぶ、身につける Market
市場

Patch

Hitch　…一時的に結ぶ、結び目

魚津の文化と新しい視点を結びつけ、０→１を生み出します。
結んだり解いたりできる寛容さが長期的に良い関係を築きます。

⇆

　Hitch Stitch Patchとは、街に今あるものや、取り入れつつあるものを丁寧に拾い上げて育て
ていくようなまちづくりの手法です。魚津のエリア特性を活かしたプラットフォームをベースに、
Hitch Stitch Patchしていきます。
文化・アートエリアに、旧大町小学校を活用した創造の拠点となる『Fab Hub』を計画します。
魚津の産業（林業、漁業、農業）受け継ぎ新たな可能性を開拓します。
蜃気楼ロードには、発展の舞台となる『Parklet Marklet』を計画します。物事を何度も実験的
に発展させていくことで、よりこの地域らしさを育みます。
観光エリアには、魚津水族館の建替えに伴って展開の舞台となる『Learn Mart』（新魚津水族
館）を中心に、みらパーク内に関連施設や仕組みを計画します。特殊な地形からなる自然の恵
と人々の営みを、学び体験し実感し、日々の生活や活動に活かしていくきっかけを与えます。
またそれらは、季節や目的に順応して賑わうことを想定しています。

▲

アトリエ付ドミトリー

ドミトリー

事務室リネン室
レセプション

ラウンジキッチン

シェアアトリエ

仕組み＝Fab１

仕組み＝Fab２

滞在者

 

＼お試し出店／ ＼初個展／

＼知名度 UP ／

＼NWE 店舗／

日常・文化アート制作

＼アーティスト支援／ ＼新しい発見／

米倉ギャラリーで作品発表

Fab 2

1st stage

Learn Mart で行われる
アートトリエンナーレに参加

街のオブジェとして常設

2nd stage

＋α stage

地元民・産業研究・試作

＼スタートアップ支援／ ＼技術の伝授／
Fab 1

宿泊者は下田温泉へ！
気軽に泊まれるドミトリー

滞在者

1st step

新宿商店街や Parklet+Marcklet で
イベントのポップアップ出店

2nd step

Parklet+Marcklet や Learn Mart で
キッチンカー出店

3rd step

空き家・空き店舗を活用して店舗出店
まずは無理のない間借りから挑戦！

＼シャッター街活用／ ＼文化施設活用／

＼街の彩り／

＼交流・展開／宿泊者同士の交流 アトリエで制作した
ベッドユニットに泊まる

いつもと違う環境に刺激を受ける

アート制作

木工制作

ラウンジ
で交流

メニュー開発

ここから
スタート！

屋台制作

 アーティスト•イン•レジデンス
アトリエ付ドミトリーに滞在しながらアート
制作ができるアーティスト支援の仕組み。
滞在中制作した作品は、米騒動発祥の地の米
倉をギャラリースペースとして公開ができる。
また、Learn Mart で行うアートトリエンナー
レに参加したり、アウトサイドラインのよう
に街のオブジェとして常設したりなど、アー
ティストが活躍するステージとなる。
歴史的な文化施設と魚津の地に刺激を受けた
新しいアートの結びつきが魚津の未来を彩る。

飲食スタートアップ
市内での飲食店店舗を構えることを条件に
スタートアップ支援をする仕組み。
魚津に滞在したり通ったりし、地元民にアド
バイスをうけながら特産物を取り入れた新メ
ニューの開発やオリジナリティを研究する。
イベント出店で知名度をあげたり改善を重ね
徐々にステップアップする。最終的には市内
の空き家・空き店舗を活用して店舗を構える
ことが目標。魚津の産業や地元民の知恵と新
しい視点が結びつき飲食店増加にもつながる。

　旧大町小学校を活用して、創造の拠点を計画します。校庭を各地へ向
かうキッチンカーの収容拠点とし、体育館の大空間は屋台等の制作アト
リエとします。教室にはベッドユニットを設えてドミトリー型の簡易宿泊
所とし、ラウンジキッチンを新設します。アトリエとラウンジキッチンは宿
泊者や地元民が使えるシェアスペースとし、地域内外を結びます。
また、それらの機能を活かした滞在者と地域を結ぶ"仕組み"により移住
人口や関係人口、街の新たな賑わいを創出します。
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金太郎温泉

埋没林博物館

　米騒動 魚津城跡

魚津水族館
ﾐﾗｰｼﾞｭﾗﾝﾄﾞ

海の駅
蜃気楼

観光エリア

文化・アートエリア

生活エリア

自然エリア

民族博物館

▼洞杉

ｱｳﾄｻｲﾄﾞﾗｲﾝ

▼円筒分水槽
新川
文化ﾎｰﾙ 桃山運動公園

松倉城跡

北川鉱泉

▼ 飲食店・ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾙ▼

ありそﾄﾞｰﾑ▼

魚津駅・湧き水

埋没林博物館にてキッチンカー出店

オールシーズン営業する施設との連携

< 冬季・夏季 > < 春・秋 >

埋没林博物館 Parklet Marklet
( 蜃気楼ロード )+

海の駅蜃気楼

Learn Mart
（新魚津水族館）

気候の影響で冬季休業施設が多いことや寒暖差を考慮して、
屋内利用のできる大型施設にてキッチンカー出店を計画する。
各施設の来客者の増加にもつながる。

米騒動前のおむすび屋さん
文化施設の活用とその歴史を知る
きっかけとなる魚津のお米を使った
おむすび屋さんの計画。

　山と海が日本で一番近い街である魚津は、特殊な
地形の水の循環により、海産物をはじめとして水に
纏わる全ての作物が豊かな地域です。また、それら
の産業を発展してきた過程の知恵や技術、記憶が残
り、街の資産として保存されています。境界線があま
りなく、今でも日常の中にある美しい景色として存
在しています。そんな地域を俯瞰してみると、明確
ではないものの大まかなエリア特性があります。テー
マパークのある観光エリア / 歴史の跡やオブジェ、文
化ホールなどのある文化・アートエリア / 飲食や買い
物の利便性が高い生活エリア / 里山〜山にかけての自
然エリアです。また、たてもん祭りの『魚津まっつ
り応援団』や『ふるさとワーキングホリデー』など
の企画により、地域外の人々も魚津の文化に触れる
機会ができつつあることも、魅力の一つです。それ
らを含め地域外の人が部分的に魚津に関わることに
とても寛容であるため、新たな関係性が築けます。

　魚津駅の改札を抜けた瞬間から、思わず息をのむような山の近さを感じる山脈の景色、どこにいても山々
に囲まれ、海に沈む夕日、夕日が反射しピンク色に染まる山頂、海と山と街が同時に見える桟橋、河の急
流と海の波がぶつかり合う河口、夕焼けが映りこみ水面鏡となる冬の水田、円筒分水槽から力強く溢れ出
る水、何百年とかけて成長し岩を抱える洞杉、街なかに湧く水、朝採れの海の幸、お店の方同士のつながり、
港エリアにしか受け継がれていないたてもん祭りの技術、、、この街には、地形と水と第一産業とともに歩
んできた暮らしが、今でも美しく日常の風景としてありつづけています。当たり前にあるものに改めて目
を向けてみると、その存在の大きさに気づきます。そんな魚津の街においては、一度に大きな変化を起こ
すのではなく、長い時間をかけて小さな出来事が連続し広がっていくことで、歴史や文化、地元民の暮ら
しの延長にある、この街らしい賑わいと新しさを創出できるのではないでしょうか。

日常が美しく寛容な街、魚津

漁師の技術による山組みとたてもん祭りの風景
祭りには『魚津まっつり応援団』により地域外からも参加可能   ※ 24.08 撮影

たてもん祭り山上げの風景
   ※ 24.08 撮影

エリア特性

Hitch  Stitch  Patch
- 強くしなやかな関係を築く未来の魚津 -

ひっち　　　　　すてっち　　　　 　ぱっち　　　

シャッター街になっているが
軒下空間が活用できる

新宿商店街にてイベント出店

海の駅蜃気楼　賑わいデッキ
海の駅蜃気楼にはエリアをつなぐ
ようにしてデッキを設ける。みら
パークのデッキと同じ半円デッキ
とすることで、施設同士のつなが
りを意識し、施設利用者で賑わう
場を提供する。キッチンカー出店
においても活躍する。

市場
（朝市）

市場

フードコート

お土産

賑わいデッキ

５２−①
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テラスriver view
ホテル

レストラン ｶｳﾝﾀ ・ー
厨房

廊下

ウッドデッキ

ミラージュホテルの断面イメージ

ジャングルコーナー

海

山

 河

田んぼの生物多様性

触れ合いコーナー
富山の河川

深海生物

アマモ広場

海岸の生物

山
田

河

岸
浅瀬

深海
賑わいのトンネル

魚津駅魚 魚津駅

飲食店スタートアップ
3rd step 実店舗の出店
の場にもなる

街の空白 × バスの待ち時間
→ 道の賑わいの創出
　夏は避暑、冬は暖をとる場
　となりバス利用率もup

自動運転小型 バスの蜃気楼ルート
を開通し、空き家・空き店舗
がある場所はその空間を改修
して活用する。
市民バスルートのバス停の前に
空き家・空き店舗がある場合も
同様に活用する。

魚 魚津駅魚

P+M P+M

P+M 2

P+M 1

移動できる屋根を
海岸沿いの立ち上がりに設える例

気候の良い時期は
P+M にて展開する
キッチンカー

サイクルポート

海水
プール

海水
温水

プール

ミラージュ
ハウス

遊園地

ホテル 海水
大浴場

レストラン
カフェ

憩いの公園（散策・ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ）

ｷｯﾁﾝｶｰ

レンタル
モビリティ
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新魚津
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Learn Martミラージュランド

ミラージュホテル

海水足湯

屋外ｽﾃｰｼﾞ
芝生広場
冒険広場

BBQ広場
ふれあい牧場

etc

賑わい
トンネル

コワーキング施設を利用して
長期滞在も可能

県道沿いのサービスエリア的機能

＼冬季利用／

蜃
気
楼
ロ
ー
ド

県
道

レストラン
カフェ P

Learn Mart（新魚津水族館）

Parklet Marklet

　「日本を科学する」魚津水族館はリニューアル後も知と学びの場として楽しめる施設を目指します。
「北アルプスの渓流から富山湾海の深海まで」を富山のリアルな地形にリンクするように計画します。

実際の風景と空間が連続することで体験をより深めます。水槽トンネル発祥の水族館であるため、日本
最大のトンネル水槽として富山湾大水槽をリニューアルします。そして建物全体をトンネル形状にする
ことで人の集まりやすい大らかな空間をつくり、埋没林博物館と併せて街のシンボルとなることを期待
します。最上階のレストラン・カフェでは実際に海の幸を楽しむことができ、食育としてこの地域の生
態系を実感することができます。海・山・河を望める展望空間でもあります。
付属施設として、海水を利用した塩湯の足湯を無料エリアに設えます。海の恵みを肌で感じることがで
きます。同じく海水を利用した有料施設として、ミラージュランド内海水プール（既存）、新設の海水
温水プール（新設）、ミラージュホテル（新設）の大浴場があり、季節やその時々の目的に合わせて楽
しむことができます。現状のレストラハウスで地域のイベントなど行われているように、このトンネル
に集まり様々なアクティビティが展開することを目指します。
また、Fab Hab で創り出され Parklet Marklet で発展した活動のさらなる活躍の舞台となり、みらパー
ク訪問者にとっても飲食の利便性向上のみならず、新たな発見につながる場となります。

　蜃気楼ロード沿いに自動二輪車やレンタサイクル用のサイクルポート機能を持った小さな公園
Parklet を計画します。一つ一つの Parklet は交通の小さな結び目であり人の結節点でもあります。それ
らを複数点在させることで通過地点であった道に縫い目のように連続した賑わいが生まれます。
また、時には Fab Hab を通して生まれた小商いを小さくチャレンジすることができる小さな市場
Marklet としても機能します。それはイベントなどで繰り返し行うことで発展の舞台となります。
また、現在市内を循環する市民バスのルートは蜃気楼ロード沿いが空白地帯となっています。
Parklet Marklet（P+M）を停留所としてつなぐように新たな公共交通として自動運転小型バスを走ら
せます。既に市内を循環している市民バスは 9 ルート存在しており、それだけに停留所の数も多くなり
ます。停留所は Parklet になる可能性を秘めつつも、現状は標識が立つだけの場に留まっています。空
き家や空き店舗を活用して居場所になる停留所をつくるとともに、Fab Hub からステップアップして実
店舗を構えるまでに成長した人の活動拠点にも活用できます。市民バスルートが市内に張り巡らされて
いるからこそ、空き家・空き店舗といった街の空白を Patch して埋めていくことが可能となります。

ミラージュホテル（Park-PFI）

ワーケーションプラン

みらパーク周辺の交通計画

ミラージュハウスのコワーキング

　Learn Mart（新魚津水族館）の賑わいトンネルの延長上にホテル棟を計画し
ます。ミラージュランド側の賑わいの公園とは対照的に、パークゴルフや散歩
などの休息・憩いの場となるように 1 階にカフェ・レストランを設けます。機
能的にも Learn Mart の延長にあり大人の食育の場として魚津の日本酒につい
て学び、味わえる場所となります。
延長した蜃気楼ロードの始発点としてシェアモビリティの貸出・整備拠点を併
設し、みらパーク利用者の自動車以外での市内への交通利便性を高めます。
早月川の景色が望める 2 階にホテル客室を設けます。みらパーク全体で学びや
遊びがあり、魚津ならではの食を楽しむことができ、長く充実した滞在時間を
提供することができるようになります。

仕事を持ち運び住むように過ごしたい人の
ための中期・長期滞在者向けプラン。
第二の故郷のように魚津に毎年訪れたり、
たてもん祭りの山上げ〜蝶六祭り〜経田七
夕祭り（約 10 日間）にフル参加したりな
ど文化的な行事を堪能できる。長く滞在す
ことで魚津の文化に触れ、日常に触れ、滞
在者の刺激になるとともに、街の関係人口
の創出につながる。

　交通網の絡み合いを解き整理することで現在問題となっている渋滞を解消します。
・蜃気楼ロードを海岸沿いに延長し、LearnMart（新魚津水族館）前の交差点まで繋げます。
・ミラージュハウス利用者の駐車場出入口は蜃気楼ロードに設け、幅員の狭い生活道路への交通負荷を軽減します。
・LearnMart 前交差点に右折レーンを追加し直進車両の妨げを防止、通行を円滑化します。
・滑川方面からの左折レーンの引込みを長く取り直進車両の妨げを防止、通行を円滑化します。
　Learn Mart（新魚津水族館）やその他施設の利用者が魚津のことを学び興味を持ったところに蜃気楼ロードへアク
セスしやすい交通網を整備することで、みらパーク利用者が蜃気楼ロードへも足を伸ばせるような計画とします。
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